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窓と屋根にデザインを凝らした建物が、

それぞれに個有の美しさを達成している。

それと同時にそこには、互いに肩を並ベ

合つて周囲に連続した調和を生む、連帯

の心が潜んでいて、それが華麗で統一感

のある街並みをつくりだしている。また、

窓と屋根のこく限られたデザイン要素で、

これだけ豊かな街の景観を構成 している

様は、京都など日本の古都の街並みに共

通する構成原理が、ここにも健在である

ことを物語つている。



座談会「美しく、ゆとりある環境の町づくりを /」

出席者 柳 澤 孝 彦 高 橋 志保彦 豊 口 協  永 原 浄  (発言者順 )

柳 澤 孝 彦
糊日本建築美術工芸協会理事
同 広報委員長
TAK建 築 都市計画研究所
代表取締役

千代田区神田錦町トフ
錦町 l丁 ロビル3F
IEL 03 3295 2477

|■ ‐|「美 しくゆとりある環境の町づ

くりを /J目指して、日本建築美術工芸

協会も盛んな活動が展開されて来ました

が本日は当協会会員の中でも,先鋭的に

町づくりなどに関わつておられる各分野

の御三方をおよびして ,美 しくゆとりの

ある環境づくりについて語つていただこ

うとするものです。

最近、生活環境に於ける美的側面の充

実を求める意識は高まつて来てそれらが
,

都市景観についての関心につながつて来

ています。

lll台 一番町モール 0高橋

しかしながら、今、私たちが住んでい

る街を本当に誇りに思つているだろうか、

又自らの住域環境の美化や保全に身近に

関与しているだろうかといつた点ではほ

とんど私たち住人の手の内になっていな

いという感もまぬがれないのですが。

このような状況をふまえて,高橋さん

は,モールづくりを発端に街づくりの研

究や実績を重ねておられる中で自らの手

でつくる街という視点で発言していただ

けたらよいのではと思いますが一―。

● 基本的には,アメニティーです。

アメニティーというものは,まだ誰もこ

うだと言い切れないものがあつて,人間

にとつてより不快なものをできるだけ多

く取り除いた状態がアメニティーという

ような言い方で定義されます。自分の住

んでいるところの周りや環境を考えたと

きに、今、柳澤さんがおつしゃった様な

「誇りをもてる」ということを考えます

と,結局は,満足の度合いが大きいこと

ではないか ,と ころが現在は都市の中で

その満足度合いが非常に小さくなつてき

ているのではないでしょうか。

都市の中で満足度合いが大きい所は
,

文化的なもの娯楽的なものなどがそこに

集約されていて,かなリアクセスがしや

すい。そうすると色んなものに接するチ

ャンスが多い。色んな人が集まつてくる

ことによつて多くの情報が得られるとか

で満足感が大きくなります。一方空間や

環境を考えてみると土地の問題や建設費

の高騰も絡み ,不満の方が多くなつてき

ている。なかなか,誇 りに思えなくなっ

てきている。ですが,住んでいれば愛着

を覚え,限 られた環境の中でも努力 して
,

少 しでもよくしようとする傾向は大いに

あります。で、その努力を皆んなでやつ

ていこうという事例の一つに今 ,私の行

つているようなモール空間づくりもあり

ます。街の人達皆で協力 し力を合わせて

倉」つていこうということです。協同で倉」

るとき,一番大事なことは,他力本願で

はなく自分の身銭をきつて創ることです。

住宅地の中もおそらくそうだと思うんで

す。自分が何かの労働をして,いい環境

を作るとか ,自分が木を植えるとか,自

分が精を出さないとダメです。行政だけ

に頼つてはいけません。人にやつてもら

ったものは初めはいいんですけど,だん

だんきたなくなります。その点やつぱり

自分の身銭を切ってそ してものをつくり
,

それを作るだけじゃなくて ,守り育てて

いく。これがあると,大体成功していま

す。そして大きな満足感につながつてい

るのですね。俺たちがつくつたんだ,と

いうことがあります。ただデザインや手

法において不馴れな人が多いですから
,

それに我々が入つて提案をしたり,ある

種の誘導をします。

仙台一番町モールの七夕 IC高橋

できるだけ皆でやつていく,そ して ,で

きるだけ皆さんにお金を出してもらう。

そういうことで,まあまあ少 しずついい

IEF~境 になつているかなと思つています。

■  今お話の特にモールなどの場合

はその街に「商Jを して生計を立ててい

る人達の共通する生計のスタイルが連帯

を発生せ しめて ,そ れが街づくりのパ

ワーになるという例ですね。そこにはそ

れぞれの家の生計がかかつているといつ

た「深刻さJが ,統合を生む一つの要因

であるともいえるので しょうね。

それでは、一般の住宅地などの場合は

どうでしょうか。

‐ 昔 ,世田谷に住んでいたんです。

高 橋 志保彦
疎高橋志保彦建築設計事務所
東京都港区芝卜1316芝 橋 ビル
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豊 回  協
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照明デザイナー
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馬事公苑のそばだつたんです。馬事公苑

が非常に生活に精神的なゆとりを与えて

くれたんです。突如あそこにTR~八が通 つ

たんです。とたんに,24日寺間騒音の真直

中の環境におかれたんです。それで ,今

までとあまりにも環境が違い過ぎるもの

ですから,結局 ,引越 してしまつたわけ

です。/AN共
的な要素がすぽつんと入つて

きて,それが環境を変えていくというこ

とは随分あると思うんですね。それから

考えると,湘南地域に住んでみてわかつ

たのは,住んでいる人の生活意識が明る

いんです。他の人が来ても拒否するとい

う要素が全くない。きたら一緒になつて

楽しみましょう。海があれば,そこで海

の生活を楽しみましょう。で海が終わつ

たら今度 ,陸で楽しむとしましょう。で

すからテニスをやろうといえば,そうい

う人たちがパッと集まつてくる。海で泳

こうと言えば海に集まつてくる。∃ッ ト

に乗ろうというと∃ッ トに集まつてくる。

未来に対 して将来に対 して ,自分たちの

生活を通 して夢を語り合うという場が非

常に多いんです。仕事が終わつて ,たと

えば土曜日の午後にさつと集まつてくる。

それぞれ全部職業の違う人ですね。仕事

を離れて ,皆んなで語 り合うんですね。

それが生活にとけこんでいるんですよ。

子供同志の集まりもあつて、おたがいに

楽しい夢を語り含つてかえつてくる。こ

れが,都市なんかの場合は,欠落してき

ているのではないかと思いますね。

湘南地域の生活意識の場合は自

然環境がそれらを決定づける大きな要因

ということでしょうか。

おそらく鎌倉に対する歴史的な
,

自分たちの生活の支えのようなものがあ

つて,それが軸になつている様な気がし

ますけどね。ただ鎌倉にも問題があるん

ですね。大船地区も鎌倉市ですから,大
船地域といいますと,どつちかというと

新開地で横浜のダウンタウンだという見

方もあつて開発もおくれるし,道路整備

もよくないし,雑な街で,と りのこされ

ているという感じですね。多目的な文化

ホールをつくるという話が,実は大船地

区につくられているのですが ,それが旧

市街につくつた方がいいという運動が随
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分あつたんですね。

大船地域というのは,世界の街とコミ

ュニケーションをはかれるような新しい

街をつくつていく,歴史と将来の展望を

もつた街がいつしよに存在しているよう

な鎌倉を提案していきたいですね。そう

いうことを少しずつできる街でもあつた

ということですね。

その土地のもつ歴史性というも

のが,そこに住む人々の精神的な支えに

なつていると言えるのでしょうね。

住む場所の自然や歴史といつたものと

生活意識の点で永原さんはどうでしよう。

今,豊 口さんがおつしゃつた鎌倉

というイメージよりも,む しろ海岸です

よね。海岸ていうと明るくて広くて,遠

くに行けるんじゃないかという希望のよ

うなものがある。そういう気持ちがみん

なあるから,す こく朗らかだといつたと

こじゃないかなと思うんです。今いろん

なデザインをしている中で,何かテーマ

はないかなと思うと,海というテーマが

浮んで来て,そねが明るいモダンなデザ

インにつながるんじゃないかとおもつて

旅行 しようかなと思うときに地中海がい

いのかエーゲ海がいいのか,そんな所で

デザインの出発点が見つかるんじゃない

かと、そこに希望として明るい自分のイ

メージをつくりたいんです。住まいは東

京のかぎられた地域の中にいるしコミュ

ニケーションもない,だけれども自分と

しては,何かつながりのある広いもの ,

明るいものというものを求めていて,そ

ニース(N ce)O柳澤



の点で海岸リソー トといぅのはひとつの

生活場所ということかなあ。

.  それは,永原さん八ッピーなと

きに行きたくなるんですか。それともア

ン八ッピーなときに行きたくなるんです

わ`。

八ッピーもアン八ッピーも同じ

で,明るい所代行こうと思うんですね。

たまたま近々イタ Lリ ーに行くんですけど

ね。北にしようか南に行こうか,やっぱ

り南の方が何か僕につながるものがみつ

かるんじゃないかな,二―スは人がいす

ぎるから,も っと静かな港町のような限

られた地域の方がデザィンにあまり予響

されないで,知らない人と一緒にこはん

が食べられる所なのかなと思つたりして

いるんです。

・    とも角 ,永原さんのデザイン生

活にとって,それがたとえ住んでいない

場所であっても一時的な滞在であっても

明るい海辺の地が永原さんのイメージを

棲まわせている,だからそこはもう,先
生に必要な場所であるという訳ですね。

そういつた各地の滞在の総和が永原さん

の住域である。

‐  ベネツィアにいったとき知らな

い中年の人に声をかけられて ,何かお困

りですかときかれたんで,いやここはお

もしろいから地図にマークポイン トして

いるんですといったら、実は私はここに住

んでいるんですけどもという話から一杯

さそわれたんですね。警戒はしたんだけ

れど,ど うも大学の教授らしいんで ,の
このこついていって ,こちそうになり ,

年代がちょうど僕より 2つ上で,戦時中

あなたはどうですかという話から始まつ

て,あなたは,こ こに住んでいるんです

かといったら,50年住んでいるとかで
,

私はもうここからどこにも行きたくない
,

週に一回ミラノに仕事に行くだけだ,そ
れで,も う,ともかくここに住んでいる

ことに満足でべニスからどこにも行きた

くない,と考えているという訳です。車

もない,騒音もないし,フ ァッションは

どこに行つてもいいものはあるし,お魚
,

果物 ,いつでもマーケットにある。だか

ら生活も困らない,欲 しいものも満たさ

れる静かな所で優雅に住らせる,これが

私にとって大変有難いことだというんで

す。

ここが一番いいんだ,他には行

きたくないという満足感ですね。

50年も住んでなおかつ,この街

に住みたいという,それは本物ですよね。

たとえば東京の都市なんていうのは,本
当に50年も住みたいといって住んでいる

人ばっかりなのかというと,も うそうで

はないで しょう。たぶん東京の魅力とい

うのは,住むという概念の中では,かな

り限定された条件になっていて,つまり ,

若い時期だけとか,仕事の関係とかで住

まわされているといった側面があります

ね。

・   東京の中で,例えば,僕の学生

時代 ,友人を訪ねていった麹田]や番日Iの

あたりは全くの屋敷町で非常にいい環境

でした。最近だんだんそれが消え失せ麹

町はl~存 じのとおり,全部ビルになって

しまつた。ひとつには相続の問題がある

でしょう。こま切れになり手放なさなき

ゃいけないという,物理的な条件 ,一方

山手線の中は,一戸建で住むというのは
,

ぜいたくすぎると国民的コンセンサス的

になりつつある。この中はもうビリレを作

つたっていいじゃないか ,日照権そんな

に云々言うことはない じゃないか,言 う

人は外に出てってくれというふたつの流

れがあるわけですね。その流れに樟さし

てがんばっている人は ,まだ屋敷をかま

えている。そうでない人は,どんどん手

放さざるを得なくな ってでていく ,。 そ

のあとにビルやマンシ∃ンが建つ。マン

シ∃ンというのは,当然人工的空間にな

らざるをえない。都市における人間の生

活として逃れられないものです。

|■ ● 本当は一戸建で庭があつて,と
いつた家に住みたいと誰でも思うけれど ,

東京ではもう極度の集中化やそれによる

土地の高騰などで ,それはできないんだ

ということですね。

■■ パリやべニスのでも戸建てでは

ない。

■■
‐

もう,ほ とんどアパー トでしょ。

|■ ■  人工環境ですね。それでも50年

も住んで ,他に行きたくない。こねだと

思いますね。

11:11■  うん ,そうそう。

●|■  だから,そういうものに,東京

をしていかなきゃいけないんで,ど うも

今は,ゴチャゴチャして,でゃっぱり将

来は外に出ていきたいとか,そういう話

になつて しまうので ,こ れは本物ではな

いん じゃないかなと思うんですね。

|■ 1■  □―マや,パ リで何日か過こす

ことがあるんですけど,僕が感心 します

のはね ,夜が明ける頃に鳥がものすこい

ですね。僕 ,実は最初いったときは感激

したんですよ。こんな石でできた街の中
ベネツィア(∨ enezia)olrl澤
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でね ,日 の出とともにこ/11だけ鳥の声が

きこえる ,意外だつたですね。もう 1つ

|ま ,あんまりいい話 じやないんですけど
,

朝散歩すると犬の糞がいつぱいおつこつ

ている。こういう所にも犬が生活してい

るのか、あれは非常に人間的な共感を呼

びましたですね。

|● ‐‐● そういった街に住んでいる人は

それなりに知恵を働かせて環境を作つて

いるなという気がしますし,そういつた

ところにはそこに住んでよかつたという

区域に対する愛着の意識を感 じますね。

そういう意識がないとなんとなく殺伐と

して,隣は何をするものぞになってしま

つ。

||■ 都市生活をする空間を考えてみ

ますと,中世の頃ヨーロッパの多くの都

市に城壁 郭閣が回つていてその中に住

まざるをえない限られたスペースに生活

する建物も部屋もせまい,そのかわり広

場をつくる。こうプラスとマイナスが

ヨーロッパの都市にあつたわけでバラン

スさせていたん じゃないかと思うわけで

すね。そ して自分の生活のテリトリーみ

たいなものが,あ る程度あるんですよね。

そのなかで密と疎,実と虚,地と図,そう

いうものが自分の生活 しているテ リ ト

リーの中にあることが望ましいと思うん

ですね。東京は,それがもうなくなつて

きている。テリトリーもないわけで ,行

政区分はあつても,何々区とか何々町と

いったところで ,何にもわからない。品

川区と目黒区の境があるんだけど,ど こ

にあるのかわからないという,そういう

ところでは,やはり自分の街をよくして

いくという気風がなかなかでてこないと

いうのがあるかもしれない .で中世の頃

|ま ,r~存 じのように,シエナとフィレン

ツェなんか,美や力を競いあった。だか

ら美しい広場や塔がたつ。この一種の競

争 ,これは何も相手だけではなくて ,自

分に勝つための競争でもあるん じゃない

かと,僕は思つてるんですね。相手に勝

つための競争は普通の競争なんですが
,

自分に勝つみたいな,そういうところで

自分の力を鼓舞できる。今の日本の都市

の中で,健康的な競争をすることが大事

じゃないかと思つています。商店街で僕

はそれを言うんです,競争しようつて,

変な競争じゃないですよ,売上げだけな

ら, これは殺伐とするんだけど,環境づ

くりの競争をやろうではないかというこ

とをね。フランスの哲学者レジェ・カイ

ヨワが言う遊びの 4要素に「摸擬」「眩量J

「偶然」「競争Jがあり,そのあそびの一

つでもあるから競争をうまく使つた方が ,

僕はいいんじゃないかというふうに思う

んですね。

●■ 1 横浜の元田]が新 しくなりました

でしょ。UR∪ の金子さんのお手伝いを

したんですけど,た とえば車をシャッ ト

アウ トしよう,それが新しい商店街だと

いう話があつたわけです。その時私は今 ,

車を離 して生活できるかというと,ます

無理だ ,だから,と にかく車を入れて
,

車と共存共栄の街を,商店街をどうして

つくったらいいかということを考えまし

ようという提案をしたのです。だから我

々は車を入れるということを絶対条件に

したんです。

(■ 11: だんだん話合つていくとうまく

いくんですね。そこの人たちも含めて
,

こういうふうにしましょう。中華街や石

川町も山下公園も含めてや りましょう

といつた具合に,ずうつと計画の輪を広

げていつて最終的にはあそこに収叙し

たんですね。そういつた中で木を植えた

いという話があつた,し かし掃除するの

も大変だ し,フ ァサー ドを樹の枝がじゃ

ましたん じゃお店が見えなくなつてしま

うから樹はやめましょうということにな

つたり,と にかく一番買い物がしやすい

街並みをつくろうと検討が深められたん

です。それで各店のフアサー ドデザイン

|ま ,それぞれにセンスを持つた店主ばか

りだから,皆さんのセンスにおまかせ し

ようと,規制はせずに,む しろ街の人々

が自らの手で一緒につくるといつた状況

が生まれた訳です。ですから元町の人た

ちは,自 分たちが自からつくつた街だと

いう意識がものすこくある訳です。何人

かのコンサルタン トはそのお手伝いをし

たという形なのです。

|11■

' 
自分たちがつくるという意識が

フィレンツェの街 O柳澤

活きた美 しい街をつくる,ということで

すね。

(柳澤)さ つき高橋さんが言つたテリト

リーですけど,今 日は物理的なテ リ ト

リーしか残つていないといわれましたね。

サンジミニアーノ Clfll澤
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(高橋)そ うです。本来あるべきは,そ

の連帯意識みたいな精神的なテリトリー

がその街づくりのたぶん ,コ ンテキス ト

になるであろう,と ,いう意味からする

と,一種のそういつた帰属意識みたいな

ものが生まれなくてはいけない。いま豊

口先生がおっしゃった様な街づくりとい

うのは,少なくとも町という単位で ,精

神的なテリトリーとしヽうのがあるわけで

す。おしなべていつて ,◇ ,自分のとこ

ろというテリトリーが当然あるにしても ,

町をこえて,せいぜい区くらいの帰属意

識くらいがかすかにあるかなというのが ,

東京の現代じゃないかという気もするん

ですけど。税金を納めるときに実感する

(笑)そ こに税金を納めた分がこのくら

いの見返りがあつてもいいんじゃないか

みたいな帰属意識 |よ あるけれども,ど う

も本当の意味じゃないんじゃないかつて

気がしてます。エリアとしてのテリトリ

ーというのと,内面的なテリトリーがあ

るわけですね。日本人のこの 「ウチ」と

いうものの考え方が非常におもしろくて ,

ウチの大学,ウ チの会社,ウチの協会と

か,何かこういう自分のものつていうの

をもつているんですね。ところがなぜか

ウチの街というのがない。このことばを

もう少し使つてもいいんじゃないですか

と思つているわけですよ。

(柳澤)住 空間などの専有できる自分の

空間もどんどん極少化 して来るし,その

上,住いを中心にした地続きのテリトリー

というのが欠落 してきていることが背景

でもあると思うのですが,全く自分が専

有できる空間も自動車に見出している側

面がありますね。ステレオを組み込んだ

りして,テ リトリーが極限まで追い込ま

れているとも読めるんですが。IDの分

野で直接的に社会と深く関わつて活発な

デザイン活動をされている立場で豊口さ

んいかがでしょうか。

(豊口)そ れはね`か って ,りF常に話題

になつたテーマなんですね。こ存じのよ

うに日本の場合は,住宅が非常に不十分

であつて、それぞれの人が自分の部屋を

馬車道 ◎高橋

しい,そうするとエアコンもほしい,と

いうことになつてきまして ,背をゆっく

りたおして寝てみたいとかですね。そん

な感 じになつて ,日本の車というのは
,

どんどん内装がオーバーサービスという

かデラックスになつた。それがただ 1人

で楽しむといったものから,2人 ,家族

用へと展開していく訳です。家族がワゴ

ンカーで移動することによつて,は じめ

てプライベイ トな空間を確保される訳で

す。私もワンボックスをかつた方ですが ,

はじめはスリーボックスという車に乗 り

ましてね ,子供をうしろにぽんとほうり

もてないということがあつて,今はだい

ぶ楽になりましたが,その時に自分がゆ

つくりとすわつて考えていられるような

場所としヽいますと,車が一番最適の場所

なんです。その為には,音楽も聞きたい ,

そうするといい音が出るような装置がほ

なげて,前に夫婦で運転 していきますと

子供はかならずようんです。げ一とはい

ちゃうんです。なぜかといいますと,父

親と母親と離れて前後に乗つてると,こ

れは精神的によつちゃうんです。それで

ワンボックスにしますと酔わないんです

よ。これは全く精神的なことなんですよ

ね。

(柳澤)こ れは即ち,ス リーボックスに

細分化されたテリトリーでは家族が無意

識のうちに成立 していないということの

証左ですね。地続きの広いテリトリーが

不可欠であるという事ですね。

(豊田)そ れから車の中にカーペットの

上等なものをひいて靴脱いで座る。これ

は移動するときいいですね。これも日本

独特のテリトリーの仕様で しょうかね。

(高橋)野とを脱ぐと日本では,ウチです

よね。

(欄『澤)専 有化の一方で ,空間とか,権

利を共有するといつた意識や知恵につい

てはどうでしょうか。

幅 橋)し まヽまでは,いずれにしても稀

薄でしたね。それをなんとか,も う少 し

おおらかに共有空間をつくつていきたい

と,今僕は考えているんですね。だから

「ウチ」なるものがあつていいんだろう

けど,ま た共有するものというものがな

くてはいけないん じゃないかと思うんで

すよね。これは矛盾するようだけども一

番大事なことではないかと思うんです。

「街」というものをやるとき。

(村,澤)共 有の意識や精神について,街

並みの中に,その街を象徴するいくつも

の作品をつくってこられた永原さん ,い

ロンドンのモール 0潮0澤
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かがですか。

| | そうですね。私が関係 しました

名古屋のメインス トリー トは 3キ ロある

んですね。広小路通りで,6商店街があ

るんですけど 3キロ全部統一のデザイン

にする。だけども 6商店街の個性も必要

だという問題があつて ,そ れには私は

「色Jが両方を解決できるん じゃないか

なという提案をしている一人なんです。

今まで広小路通りは,1つ のデザインで統

一されて ,イ メージがつくられたんだけ

ど,こんどは,名古屋の通りではなく ,

世界の通 りにしたいという願望があるん

ですね。ではそのためにどうしようか
,

路面もよくしてもらおう,ボラー ドにつ

いてもこうしてもらいたい。あるいは照

明が一番大事ですから,照明はこうして

もらいたいといつた具合にそんじょそこ

らにあるものでなくて、そのメインにし

たいというのが彼らのねらいですね。そ

れには,六商店街共通の競争を世界に対

して ,自 分たちのテリトリーを本当のも

のにしたいという,音のよき商店街にも

どしてもらいたいという願望があるんで

すね。
|‐

|■  商店街に関してですけどね。そ

こに住んでいる人が多くいるときは,そ

の商店街を住んでいる人も使うんですね。

ところがだんだん栄えてきますと住む人

は他に行つちゃう。単なる商売の空間に

なって しまうわけですね。商売というと

いいすぎですが,もちろん商売だけで |よ

なくて,色々楽 しい環境にして,買い物

じゃない人も来て楽 しんでもらう。これ

は,みなさん努力してやるんですが,問

題は,よそから来る人だけの為にやつて

いるようなことになるわけですよ。住ん

でねば住んでいる人が使うんです ,一緒

に。ここが問題なんです。だか lD帰属意

識とか,誇 りとか,テ リトリーなんかと

いう話 しになつたときに,商店街に住ん

でいる人たちがいないと非常に困つたこ

とになつてくるのです。やつぱりみんな

でそこを楽 しく使い,楽 しくデザインし

てというか ,創 りあげて,そ して維持 し

て ,みんなで使うというときに本物にな

るのですね。どうも,日本は,銀座をは

じめとして,主がいないんですよ。

■‐|■ ‐ 今 ,天王州地区というのがある

んです。品川からアクセスする小さな人

口島があつて,そこを開発してオフィス

ビルなどの24時間体制のビル群で全部構

成されるんですが,居住者もいないと困

るんじゃないかということで,住宅公団

で住宅棟をつくるんですね。僕はもつと

沢山の住居をつくつてもらいたいと思う

んです。それは,そ こに住む人が自分た

ちの街として ,毎日毎日使うんです。事

務所に来る人は一回こつきりか,あるい

は毎日通うだけで済むから,生活のにお

いが全然ないわけね。そうすると作られ

た映画セットでおしまいなんですね。生

きた街にならないんですよ。シエナの町

のことをよく話すんですが,も う千百何

年からずつと今日まであの建物でみんな

生活しているわけですよ。そこに住居が

あるからです。そこでシ∃ッピングもで

きたり観光客も来る。住居がないとよそ

の人も来ないと僕は思うんですよ。そう

いう生きた街 にtノ てもらいたいというこ

とで今デザイン提案をし′ているんです。

生活が患づいているところでな

いと街も活づいてこないですね。

生きてこないと思います。日曜

だけ来て ,ばつと帰つて,ばつと捨てて ,

帰るんじゃダメだと思います。

| |  ゃはり,安全 生も住んでいる人が

いて初めてでてくるんです。人が住んでい

なきゃ安全性なんてどつかにるヽつとんじや

うですよ。僕は「安心」ということばに変

えました。安全で快適というものを昔か

ら言い続けてきたんですけど,安心の方

がより心が安まらなきゃいけませんね。

そうすると人が住んでなきゃいけない。

住んでいねば,や つばり自分たちの街と

いう気持があるし,ス トリー トウオツチ

ャーもいるわけですから,変なのがいる

と通報もできる。東京のど真中でもそう

でなきゃいけないと思うんです T」N,経済

の論理だけでいくと,人に貸した方が儲
ハンゼフィアテル ③高橋
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かることが多い。ここがつらいところで

す。だから税制を少 しそこでかえていか

なけねばならない。そ して空洞化を防が

なければならなti。 また形だけではなく

生活,精神的.そういった意味での空洞

化を防ぐ為に何とかそこに住むというこ

とが必要ではないか。そのためのデザイ

ンをしていかなければならないと思つて

いますね。

そうすると,いきおい屋上なんか ,フト

常に楽しくなつてくるはずです。日本の

ビルのペン トハウス,スカイライン,そ

れから屋上の不恰好な設備機器が非常に

よくないといわれて久 しいですね。とこ

ろが,そのままになつているというのは
,

やつぱり,そ っぽ向いているんですよ。

屋上に汚いもの出して ,し らんぶりして

いるのはそこに生活をしてないからで
,

生活してくると,よ く見えてますからね。

建築会館から見えているあそこの建物の

屋上に緑がある。だんだんあのように建

物が増えると素晴らしいし,おそらく
,

作り方によっては,集落の形になります。

ベン ト八ウスが箱型だけではなくて ,中
世の集落のような景観になつてくるので

はないかと。そうなってくるのを望んで

いるんですが。

|  そう,天王洲ではスカイライン

が見えるようにしよう,それからヘリコ

プターで遊覧 して,見渡 したときに天王

洲1に住みたいなと思わせるような見え方

も作りたいなという提案もしているんで

す。

■  でも鳥も喜びますよ。

| ‐ ええ,鳥が来るような所にしよ

うと,バー ドサンクチュアリていうよう

な大袈裟なことじゃなくてね ,鳥がもつ

と来るような広場を作りたいという話も

進めていますがね。

|■   高層化が進む訳ですが,それも

単なる面積の積重ねというのではなくて
,

本来の居住環境であるグラン ドレベルが

環境にとつて有効なものにしてゆくこと

は重要なテーマだと思います。高所の空

間性といった点ですね。

それから都市と自然を考えます

と,環境は,あまりにも人工的すぎます。

昔 ,自然がもつといっぱいあるときには ,

畏敬の念があって ,この木を切っては可

衷相という気持が,非常に強くはたらく。

人工化されてくると,かなり人間の心ま

でも ドライになつてきて ,畏敬の念とい

うのがなくなってくる。この畏敬の念が

あるときは,も つと物事を大事にしたん

ですね。 トイレにも神様がいたわけです

から。今はもう,とんでもないというこ

とになってきている。この畏敬の念を
,

都市の中で作り得ないかということなん

ですが,難 しくとも出来ませんでしょう

かね。

それはなくちゃいけないと思い

ますね。

.   それのひとつの鍵は,川をなく

したということですよね。

|■ ■  川をなくして、全部 ,埋めてし

まったというのは,大変な失敗だった。

||‐ 1 失敗 ,失敗。

■|● そういう意味で,東京なんか本

当に川にめぐまれた都市だったんですが
,

それが目先の利便性に見事にうめられて

しまった。

失敗ですね。江戸を下敷きにした東京

ですけれど,江戸の町というのは,本当

に自然の起伏をうまく利用した非常にイ

メージ豊かな都市だったわけですよね。

富士山がどこからも見えて,山の手があ

り,川の手があり,それぞれに自然と共

生するイメージ豊かな街はもう,つの東

京にはほとんど/~Jく なってしまったとい

うことですね。

11■ ‐ 昨年 7月 に,都市開発の人とア

メリカを横断したんですね。中核都市及

びデンバー ,ビ ッッパーグね。自然と一

番対応 しているのが ,セン トボールでし

たね。

|■■| ミネアポリスの近くですね。

■■● そう。サィクリングも容易で,

・・一
一一・・・一・一

一

||"1の 1● |イ lt l c「 1摯
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もうちょつと行きますとミネ トカ湖があ

って,皆が楽 しんでいる。だいたい50万

都市ですね。日本でそれができないかな

というのが僕のテーマですね。そんな東

京になつたらいいんですよ。東京だと鎌

倉ぐらい迄いかないとそういつた所はな

い。でもちょつと遠いんですよね。私,成

増に住んでいて光が丘に行つたらこれは

全く人Iの都市ですね。公園も人工化さ

れていて ,も う全然行きたくないですね。

困ったなあと,思つているんですが。

1■11■  ゴミの話ですが ,住民である以

上は自分の使つたその後のゴミを一緒住

んでる仲間として皆できれいにするとい

うことにならないのですかね。自分達の

ゴミですから,皆で一緒に選別 して行政

の方で収集作業がうまく行くように協力

するのが当たり前なんですがね。

税金を納めているんだ f」 Aら ,勝手にも

っていけ ,という感 じで出しているとす

れば.ますます住んでいる所に対する愛

着心がなくなつてきますよね。

その辺のうまい民意でもつて ,ものを

うまく処理する方法というのは,も つと

話し合われていいと思うんですが,なさ

ねていない。ちょつと残念な気がします

ね。

:■イ■| ビンと紙を分けておくのと一緒

に出すのと税金の使われ方が違うかとい

うのを見せてくれないといけません。こ

ちらがやっているんだからコス ト,労力

がはぶけるわけです。その分税金も他に

廻すことができると数字で示せばみんな

がわかるんですが,ど うやつたつて皆同

じじゃないか,税金も同じじゃないかと

いうと,皆だらけちゃうんですよね。僕

は藤沢に住んでいますけど,住民が当番

でゴミの所に立っているんです。変なも

のもつてくとおこられちゃうんですね。

「ダメです今日はJつ てね ,こ れやっぱ

り少し厳 しい方がいいですね。

|■■|1 日本人つてのは,そういうとこ

ろがないときちつといかない。電車の乗

り方がそうでしょ,の り,お りと書いて

あつてもね。僕 ,ふ り返つてみるんだけ

ど,貴婦人らしい人がね ,昇り,降 りも

知らないでねわ /‐t先 と乗つてくる。ヨー

ロッパなら大変なことになるんですよ
,

もしかしたら引きずりおろされちゃうか

もしねない。そういう約束事があるのに

日本人というと,自 分に対する厳 しさが

ないから,自 分だけのイージーゴーイン

グなんですよね。それが,全てのことに

災いしていると思うんです。そういう点

では日本はある程度よくない部分を権力

で抑えて ,厳 しくするような方法をと・D
ないとうまくいかないと思う。そねを権

力 じゃなくてね,僕たちがソフ トウェア

でなんとかできないかと思うのね。しち

ゃいけないとか,そうじゃなくて,させ

ないようなしくみを深く考えていく必要

があると思う。

いつまでも,いつまでもへこたれずに

やるということしかないんじゃないかな。

パリがあるのも,厚生行政 ,交通行政

とか電車の乗り降りをきちっとするのに

10年かかつた。そのくらいの時間をかけ

て本格的にやらないとダメなのかもしれ

ませんね。

■  話題を展開しますが、私は香港

の街が好きなんです。それは確かに無秩

旧M本社アトリウム Cヽり1澤

序のようだけど,自然にできあがってく

るたくまざる姿に本根の生活の美 しさが

あると思つています。その特異な,そこ

にしかない地tOl性 といったものがあるん

です。どこにいつても同じデザインが顔

を出す金太郎飴の よ うな 「バナ キ ュ

ラーJな親しみのある建築や街並みとい

つたものが消滅しつつあるのではないで

すか。高度情報化社会の今、世界も一揮

に狭くなって,世界はすぐにつながって

しまう時代です。その時地域が地域であ

る資格が大切になつてくると思いますね。

さきほどお話に出た世界一の街並みにす

るには,世界のどこにもないものにしな

くてはならないはずです。

■ ■ . そうです。

|■ |■ どこにもない個性を持つた街が

本当に誇 りあるものとして残したりそれ

を更にうまく発展していることが大切で

す。
サンフランシスコの公園 ③柳澤
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例えば倉敷というのは,浦辺先生とこ

が,パブリックな施設の設計も全部まか

されているんです。倉敷のいわゆる伝統

的なものから現代までを,ひとつの設計

思想で貫くことで,倉敷ならではの都市

景観を倉」り上ljよ うという。これは行政

の見識の一つだと思うのです。

(永原)だ 布ヽ施なんかも代表的ですね。

いつ行つても,楽 しいつていうよりほつ

とするという感 じがするんですね。栗の

時期になると,おいしい栗があるとかね。

余談ですけど,お いしい粟あんのアイス

クリームがあるんですよ,そういうもの

を食べたいなあ,じ ゃ小布施に行こう。

それに安心 して歩けるなという感 じがあ

る。そういう通りというのは必要なん じ

ゃないかなあと思うんです。

(豊口)栗 というのは思い出ありますね

え。パリの11月 のシャンゼリゼ通りの焼

き栗もおいしいですよ。

(永原)街 路について言うと,僕は,路

面そのものは,安全で通行可能な最上の

条件を備えていればいいと思う。それは

ネガティブなものつてことね。だけど ,

環境という観点でいえば,視覚の中にお

さまるものが,その空間の雰囲気という

ものをつくるといつた点で ,全部統一的

ではなくて ,ど こか変化のあるデザイン

が存在 しているということが必要だと思

います。そういう場合でも,デザイナー

が一番心 してかからなければならないの

は,デザインをしすぎないということが
,

絶対条件だということです。

||■ . ロン ドンのケンジン トンパーク

か八イ ドックパークで ,水鳥が池にいて ,

そこに子供たちが遊んでいて ,ゴミを落

としちゃいけませんと書いてないけど
,

「そうしちゃいけないよJと いうような

ことをいって話 しをしてたんですね ,そ

の辺が全然違う。それで公園の中に芝生

が広がつていて,入つてはいけませんと

一言も書いていない。みんな入つて楽 し

んでいる。日本だと芝生があると,入 つ

てはいけません。生活の仕方がそもそも

違うんですね。いけませんが多すぎるか

ら余計にいけないことが多くなる。

|■■ ‐ 今 ,イギリスの街にいくと非常

にきれいですね。ところが中世から近世

まで道路そのものは汚かったわけです。

イザベラ バー ドというエジンバラの女

性が明治のll年に日本に来て ,東北 ,北

陸をまわっています。後日「日本奥地紀

行Jという本をだ していますけれど,そ

の中で ,新潟へいつたらものすこくされ

いだつて驚いている文章があります。明

治の頃はきれいだつたわけですね。おそ

らく為政者がきれいにしろという命令を

下 していたのかもしれませんが,な にし

ろ非常にきれいにみがきあげていて,イ

ギリス人がみてびつくりした。ところが
,

明治からまだ百何年 しかたつていないの

に,完全に逆転しているわけですよ。

日本はどんどん汚くなつている。江戸

もきれいだったというのが一説にはある

でしょう。新潟もきれいだつた。その新

潟のきれいさは,ゴミを落とした ll,だ

れかが来て拾つちゃうというようなね。

だから,ゴミなんか落とせないなんてこ

とを,び つくりしちゃつてましたね。工

ジンバラの役人に教えてあげたいなんて

ことをイザベラ バー ドがいつている。

そうすると,この百年というのは,い

ったい何なのだろうか ,日 本はこんなに

おかしくなつたのかと常に思つちゃうん

ですよね。

ロン ドンでもパリでも ,19世紀初め頃

非常に汚かつたわけです,ま だその頃まで

は。で ,それをパリなんかが19世紀中頃

オースマンの大改造があるんですけど ,

それ以前というと中世の日]を引きずり非

常に汚くて ,汚物もどんどん外に捨てて

いたと,そねがこの百年でなぜこんなに

良くなつて ,日本がこの百年でなぜ悪く

なつたか ,このへん非常に興味があるわ

けですね。

‐■‐1  街のつくりもさることながら
,

住み手側のモラルなど,意識の問題が大

きいと思います。

|‐ ■■  道路の清掃に関しても,自分の

テリトリー意識が全くなくなつちゃつて
,
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税金を出しているんだから役所が掃除し

てくれるのは当然 じゃないかとか ,子供

にさせようかと思つたら塾が忙 しいと言

われるので親がするしかないとか,何か

もつと自然な状態 ,せいぜい石神丼公園

くらいですかね,しかし狭すぎるんですね。

もつとサイクリングしたり,ボー トした

り,そ ういう自然と共生しながら自分た

ちで都市生活を楽 しめるような都市 ,東

京に一番ほしいのはそれじやないかなと

いう気がします。

■‐ | どうしても自然というものはな

くてはいけない。自然の一員でしかない

人間の生活ですからね。都市と自然とい

う観点でみたときに,都市の中に於ける

自然の象徴としての「公園Jのあり方や

質についてはどうでしょうか。どうも我

が国は非常におくれてtiる 。西欧の公園

のアクテイビティは本当に高いものがあ

りますね。公園をつくつて行く制度や ,

それを管理する意識や ,利用者の使い方

の意識など,どれをとつても非常に低い

と思うんです。

かつて ,立川の仕事で区画道路のデザ

インを したんです。 300分の縮尺で ]

mm角 の格子を画いていつたら,ど こ

をデザインしたんですかというから,い

やこれがそうです。格子の目しか画かれ

てないんですかつていうんですね。スー

パーか何かの広告で ,デザインセーター

つてのがあつて ,そ こでは要するに何か

模様がなければデザインしたと思わない

んですよ。僕はデザイナーとしてそれは、

避けていくひとつの条件であると思うん

ですね。環境はデザインしすぎると,い

ろんな問題が起こつて しまうと思います。

■ ‐  あの標準化というのは,こわい

なと思うんです。昔の駅というのは,個

性がありましたね。

|■ ■ 1 街は新しくできた駅から発生 し

ていくという.駅の意味があります。今

は標準化されてしまつて ,駅はみんな同

じになつてしまつた。新しい駅舎を作る

場合に,その土地に住んで ,その土地を

本当によく知つている建築家や,関係者

がデザインするとか ,往]の人たちと一緒

に検討しながらつくつていく。というふ

うな余裕がほしいものですね。特に地下

街なんか全部同じですからね。名古屋で

お茶を飲んでたのか,大阪で飲んでたの

か,浜松で飲んでたのか,時計みて,あ

ついけねえ,これは大阪だつたと慌てる

といったことがあるんですがね,これも

やっばり非常に生活環境をおかしくして

いるもののひとつです。

■ 駅舎というものが単独に残つて

いる場合というのは,かなり個性化がは

かれますが,今は,複合化されてきて ,

一つのビル中に入り複合ビルの中には ,

ショッピングセンターあリホテルありで

駅がどこにあるのかわからなくなつて し

まうという現象があります。

複合化重層化されたときの危険性とい

うのは,非常に大きいものがあると思い

ます。

|‐  確かに,機能の複合化とか多重

化 ,そ ういつた時代の背景が,単一機能

がもつていた個性というものをだんだん

と変えてきている。既ち非常に身近な所

から街をつくつていかねばならない一方 ,

そねとは対極の大きな都市づくりという

面からの見方も重要である。両方からの

アプローチの交点と調和ある新 しい環境

をつくつていくことが重要課題ですね。

ここらで,実際に街並みを構成してい

るス トリー トフアニチユアについて光や

色,形,材質などといつた具体的視点で

お話下さい。

●‐●  この間看板を調べてみました。

銀座中央通り,並本通り,ブラームスの小

径 ,元町とかね。いろいろ調べてみたゐ

ですが,非常におもしろいですね。看板

全部データとつてたら文字看板が全体の

98%位ですよ。法的には占用物の設置基

準と広告物の条例がありまして,そねに

合わせますと歩道上も lm以 内ならい

くらでもいいんですよ,上は。どうして

も看板景観になってしまう。法規を変え

ないと,常に日本はあれになつちゃいま

すよ。それに行燈看板。夜の方が光を出

すと目立つということで ,行燈看板で

70%と 。こうヨーロッパでよく見かける

形のね,字 じゃなくて形のしかもユニー

クな ,みんなが「はつJと思うような。

本当の意味であれは看板ですよね。みん

なが 「ああ,いいなあJと いうですから

よく見てくれる。これは,18%し かない

ですよ。日本の街並は,文字看板にもう

占領されているわけですよね。それでも

う,大型というのがあるんですよ,長い

やつが。これが意味もないのに長くつけ

ているのが,はつきり言うと銀行,証券

会社。 (笑 )

何とか銀行て,た つた数文字でしょう。

それが,チ ョッチョッとあつて,あ とは

ずっ一と長いんですよ。真つ赤な色が多

い。バースペクティブにみると,それし

か見えないんですね。何しろ建築家が一

生懸命建築のデザインをしても,街をパ

ーペクティブに見たとき看板に邪魔され

て見えない。

看板のデザイナーになつた方が街並を変

える近道である。逆説的ですがね。(笑l~

|■ ■1 今 ,天王州地区では,行燈看板

を一切やめて下さいといつている。その

代わり銀行へ誘導する誘導サインは考え

ましょう。おもしろい誘導サインを提案

メルクの街並み ⑥ lJl澤
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していこうと。昨日,新潟に大きな開発

ビルができましてね。そこに入居の信託

銀行が行燈看板をやりたい。それだけは

勘弁して下さいといつている。ではどう

したら良いかと考え中なんですが,それ

がもう目一杯の開発だから,建物と敷地

の間に余裕が全くない。秘策を考慮中な

んですがね。ほんとに行燈看板は建築を

駄目にしてしまいます。

1  明る過ぎるんですよ。

名古屋の例ですけど,車道とい

うのは照度基準があつて ,平均30ルクス

位,歩道の方はそれの倍位欲しいわけな

んですが、倍になっても店舗の方は,あ

んまり効果がないんですよね。それな・
~2

ば,車道照明の方をもう少 し交通規制に

かからない程度で暗くできないかという

話をしているんです。全体に「ワーJと
いうほど明るい照明ではなくて適度な光

の連続感で通りが構成できたらと思つて

いるんです。皆明る過ぎるんですよ。

明る過ぎますね。

‐  ヨーロッパに行きますと,おそ

らく10ル ックスもないんじゃないかと思

いますよ。それで ,それぞれの雰囲気を

作つているわけですよ、しっとりと。
1 

香港も同類ですよ。∃―ロッパ

にはそういうのはないですかね。

|■  ザルツブルグのゲ トライデ通 り

のような美 しさがむしろアイデンティテ

ィである。

■  あの看板には照明なんかしかな

いでしょう。夕方むしろショーウィン ド

ウがね,夜明るくなる。

● そうです。
‐|  それも今度照明度との関係も出

てきますね。日本の商店街 ,特にアー

ケー ド街は。300ル クスはあります明る

過ぎます。

ヨーロッパに行つての経験です

と,夕方から暮れて行く黄昏の光の変化

をヨーロツパの人は楽しんでいる。窓か

ら斜陽がさし込んで,イ ンテリアを色づ

かせている。日本の場合,ぱっと一揮に

明るくなってしまう。室内の照明もきる

ことながら,看板が一気に明るくなって

しまって,夕暮れの光を楽しむ情緒もな

いんです。日本の看板の主張は強烈なも

のですね。

ええ,シルエットがいいんです

よ。人間のシルエットになつて見えるの

が最高にいいんですよ。日本はシルエッ

トがなくて,全部もろに見えるんです。

われわれも,というから悪循環ですよね。

■  ほんとに悪い習慣がついたとい

うふうに思いますね。
| ‐ 色とか材料というような点では

,

どう思われますでしょうかね。

|1  僕はね ,今までやってきたのは
,

色はベースの色としておさえましょうと
,

ずつとやつて来たんですよ。おさえるに

しても,茶系統 ,黒系統 ,自系統位にし

ましょうなんて,系統でやったんです。

商品が引き立つ方がいいじゃないかって

ね。それから,来街者が引き立つ方がい

いじゃないかってね。

ところが数年前 ,サンディエゴのホー

トンプラザを見に行つたら,47種類の色

がワーと着いているで しょ。それはそれ

で ,あそこに行くと楽 しくなっちゃうわ

けですね。これいったい何だろうつて。

僕はふと気がついたんです。あれは環

境を売ってるなって,私は商品を売るた

めには,街の色はll「 えた方がいいと思つ

ているんですが木― トンプラザの場合環

境そのものも色で売つているのではない

か。それが,かなリディズニーラン ド的

指向でもあるし,ア メリカ人の底抜けに

明るい,ま たカリフォルニアの ドライな

気候にあつているんではないかという気

クレムスのアイアンワークの看板 Oll澤

がしたんですね。日本であれやったら ,

疲れるで しょうね。面白いですがね。

泳 原)う ～ん。

編 橋)あ る場所に限つてやればいいん

でしようかね。

(永原)デ ィズニーに憧れて一億人もの

人が行くくらいですから,みんなああい

うものを欲 しがっていると思う。ただ
,

昼も夜もね。

縁 原)そ れがいいとおもっている。

(高橋)と にかく明るい商店街なんです。

それなりに  (笑 )

御 澤)し かヽにも ,その明るい光に蛾が

集まるようにね。 (笑 )

崎 橋)そ うそう。

(拶

'澤

)本 来 ,影があったり闇がぁるか

ら,光の効果があるわけですね。何か
,

さつき行つた海みたいな空間でね,広が

つていくような所には可能性があると思
ケトライデ通り Olll澤

― 11-



「

うんです。閉ざされた空間の真中 ,中 に

はいったら別世界つてあるでしょ。

. 11- 夕ヽ側は,今までのやり方で ,中

に入つたら別世界つてやり方ありますね。

|■  あります。

‐ ‐ 中に入るととたんに沢山色が使

われている。

| ‐ 悪くはないんだけど。

‐ ‐ 囲つとけばいいんでしょ。 (笑 )

.■   いつだつたか 5,6年前かな
,

北から南まで道路の写真をとりに歩いた

んです。最終的に結論が出たんです。そ

れはネガティブという言葉がね。構成素

材は自然色が一番目だたなくて良い。そ

れも茶色よりは黒つぽいもの ,これが一

番ふさわ しい。寸法とか仕上げも沢山の

例を写真に撮つて観た結論でした。とに

かく,人間の脚から受ける感覚というの

は,自然の土とか石から受けるのが一番

感じがいいわけだそうです。
‐
■  ヨーロツパも ,あの徹底的に石

で囲まれた空間ですね。

そうですね。

|  ですから,多少何かきつい色が

あっても,それはかえつて許されてしま

つ 。

アクセン トとしてですね。

元町も最初は ,色々指導があり

ましてね。タイルという話もあつたんで

す。僕は,タイルはやめてもらいたい
,

とにかく自然の花商石を張つてくれとい

つた。四季の変化で,雨が降つたり,曇

つたりに,石ですと表情が変わるんです

ね。

変わりますね。

それで ,やつぱり日本には四季

があるんだから,道路の表情も変えた方

がいい。それは一番自然な人間環境だか

らという訳で ,予算の関係もありました

が,石になつた。よかつたなと思います。

しかもグレーですからね。

そうですね。

1  雨が降 つて ,水を含んで 「シ

トー」となつた自然の石つていいですよ

ね。タイルはそうなりませAノからね。水

を弾いて しまいますから。

●  亙屋根なんかは,同 じように雨

をうけつけないという訳ではなくて ,あ

る程度ちょつと吸い込むというところに

有情な表情というものを持ち合わせた材

料だと思うんです。しかし最近では一気

に人工的な硬質な材料にとつて換わつて

いるというのも,都市の中の表情を変え

ている一つの原因だと思いますし,外壁

材なんかもそうですよね。

固いですね。近所には,マ ンシ

ョン風のアパー トが多いんですけど,み

んな自タイルだけ,犬連れて歩いている

と気が引けちゃうんだろね。こう  や

るじゃないですか。

■  先程 ,永原さんは目立たないと

いうキーワー ド的なことをおつしゃいま

したね。ところが,今 ,日 本の中でアイ

デンテイテイーとかユニークだとか,個

性とかね ,かなり短絡的で目立つ方にい

つているんですよ。それをもてはやすジ

ャーナリズムがある。一方では,いいん

ですけど,一方では非常にいけないこと

をやつているのです。そうすると,日 立

たなくて本当にいいものというものを検

証 ,表彰する何かを創らなくてはいけま

せんね。そうしないと,目立たなくてい

いものは埋もれていつてしまつているの

です。これよくないことですよね。なん

か,いやらしく目立つものだけが,もて

はやされている。

これは,日本建築美術工芸協会

賞でなくてはいけないんですね。

そういうものを発掘してね。こ

の協会でちやんと光をあてたい。

そういう意味があります。

それやらないと駄目ですね。

もう一つの例に,東京百選 ,日

本百選という道路があります。それらの

一部のものは安いタイルの混色模様で ,

カリカリでね。照明のデザインも悪い
,

看板やサインも全然良くない。それが日

本道路百選となつているでしょ。そうい

う基準は誰が決めたのかね。

疑間があるんですよ,最近道路に興味

があつて色々見ていると,疑間になるん

ですよ。

■|・  ス トリー トフアニチュアと呼ば

れて無理に個性を主張させなければいけ

ないと思うのは,おかしいのであって
,

本来あれは主張しちゃいけないものなん

だと思うんです。そのへんを取り違える

と非常に住みにくい,歩きにくい街にな

るのですよ。

.■ ‐● まだまだお話は尽きないどころ

か,核心に迫るお話の途中のようにも思

いますが今日の座談会はこれで終了させ

ていただきます。広報委員会といたしま

しては,この様な機会を継続的に設けま

して会員の方々の持ち寄る種々の問題を

とり上げて行きたいと思います。そして

それらの発言が当協会を通 じて,必ずや

社会に一石を投する影響を与えて行くも

のと確信 しております。本日はお忙 しい

ところ長時間御苦労様でした。

⑥柳澤 :柳澤孝彦撮影

③高橋 :高橋志保彦撮影
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建築家

ISAO KODAMA

小 玉  功
小玉功 都市建築設計室
世田谷区太子堂43029
ハ千代 ビル4F
IEL03 3411 1613

巴里の風流渾

「華の都巴里」に滞在したのは、もう

かれこれ20年前のことになる。近代建築

思潮の流れの中で、コルビュジェを中心

とするCI∧ M(近代建築国際会議)が
崩壊し、それを3き継ぐ形で

｀
下巨∧M

10″ が誕生した。その主流メンバーの 1

人であったジョルジュ・キャンディリス

のビューローにデザイナーとして勤務 し

た。事務所は、ポン・ヌッフに近いル・

ドフィンの古い巴里の街並みを残す場所

に存った。

当時の巴里には、今程多くの日本人は

居なかつたし、また今程多くの観光客も

訪ずれることもなく、まだまだ「童憬の

都巴里」ではあった。

そんな巴里で、私が今でも鮮明に記憶

していることがある。私が住んでいたサ

ンジェルマンの古いアパー トの屋根裏部

屋の ドーマから、街行く人々を何気無く

眺めていると、 3人の浮浪者が通りを隔

てた向い倶Jの建物の角で宴を張つていた。

古新間紙とダンポールを丁寧に敷き、何

年も履きこんだと思われるlllを きちっと

揃え、素足がのぞく破れたIll下 を前にあ

ぐらを組んでいろいろな御馳走?を並ベ

ていた。宴は、ボスとおぼしき男が真中

に陣取り、おもむろに 2/3程入つたぶ

どう酒の自を取り出し、それを仲間に分

け注ぎ、皆で乾杯をやって後、魚を、ポ

ケットから取り出したナイフとフォーク

を使つてうまそうに食べ出した。次いで

赤ワインで肉と進み、最后に一体どこか

ら持ち込んだのかデザー トまで食したで

はないか。正に、私も余り経験のないフ

ルコースそのものであつた。

巴里の浮浪者の多さと、道ばたの犬の

糞の多さに少々辟易していた私にとって

この小 ]時間に渡る光景は、私を大いに

な l~ま せてくれたと同時に、たとえ浮浪

者といえどもフランス人の気位と気骨を

垣間見たような気か してすつかり感じ入

ってしまった。

そんな昔の出来事が昨日の様に想い出

されるのであるが、古き良き時代を忍ば

せる風流渾は、今の巴里では多分見当た

らないのではなかろうか ……。

一ｆ
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時代の華―輪

版画家 デザイナー

TAEKO TAKABE

高 音F多恵子
横浜市緑区あさみ野41643
TEL 045 901 2009

竹の不思議

私は竹が好きで、よく近くの竹やぶに

行つてみる。忙しい仕事をのがれて、何

も考えず、枯れた竹の葉のじゆうたんの

上を、ふわら、わと歩いたり、その上に坐

つたりしていると、いつの間にか元気が

出てきて、竹のささやきが聞こえてくる。

竹の精のせいだろうか。

先月、京都の瑳峨野に行つてみた。こ

この竹は、また格別に美しい。

竹やぶの中に入つて、空を見上げると、

サヤサヤと風にそよぐ竹の葉が、銀色に

かかやいて、千変万化するそのさまは、

じつに面白い。まるで小宇宙を見ている

ようである。とくに、雨上りなどは、幻

想的でよい。

昔の人は、このような竹やぶの中で、

かぐや姫を見たのではないだろうか。

数多ある竹の中でも、私は孟宗竹が好

きである。あの空までとどかんばかりの

勢いと、風に大きくしなる、あのカーブ

する竹の美しさと強さは、天下―品だ。

わが家にも、淡竹、亀甲竹、大名竹な

ど何種類かの竹を植えているが、昨日ま

で見当らなかつたところに、翌朝になっ

てみると、 1メ ー トルもの、生まれたば

かりのみずみずしい竹が、すつくと立ち

出でていることがある。

―夜にしてである。

その生命力たるや、凄いものがある。い

つたいその力は、どこからきたのだろう

か。

地の底からだろうか?
天空からだろうか?
土の中から、ひよつこり頭を出してき

た竹の子のかわいらしさからは、とても

想像がつかない。

いづれにしても、竹には不思議な、そ

して大きな力が潜んでいることにまちが

いないのだ。

この私に迫る自然の大きな力を、何と

か私の倉J作 に生かせないものかと思う。

― 14-
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油絵・造形 壁画尿

PA∪ LA C SCHUlrlANN

ポ ー ラ ・ G・ シ ュ ー マ ン

1605 7th St N W Wash D C 20001
TE[_20P7450348

私の日本における3か月半は、調査研

究の日々でした。調査研究は文化と芸術

であります。

私の訪日の目標は三つありました。

第一は、日本とそして日本人およびそ

の習慣を学ぶことでした。私の全くとい

つていいほど、知らなかつた神秘的な国

についてより多く学習する機会を活用す

ることでした。

第二は伝統的な日本芸術を手近なとこ

ろで鑑賞したいと欲していました。これ

は絵画、陶器、版画のみならず、神社、

仏閣の建築、能、歌舞伎、そして私がと

くに重点を置いた日本庭園の美学が含ま

れています。

第三は日本における現代芸術家集団を

考察する機会をもちたいと思つていまし

た。私は今日活動している芸術家たちに

お目にかかり、現代の日本の芸術家たち

の作品がどれだけ伝統的芸術の影響を受

けているのか、あるいは殆ど受けていな

いのか観察することに興味をもっていま

す。私は、私と経歴や仕事場の同じよう

な立場にいる芸術家にお会いし、環境の

共通性もしくは差異について調べたいと

思つていました。

私の日本滞在は短期間ではありました

が、日本の人々の生活の内部をたくさん

知ることができました。

今回、日本で時を過こしたことは幾つ

かの理由から大事なことでありました。

日本に着いた当初一番際立ったのは、日

常生活の文化の日本と私の国との相違で

ありました。しかし時間とともに、だん

だん両者の類似性についてもわかるよう

になりました。この国の物事の感じ方や

リズムに順応してくるうちに、私は日本

社会をつぶさに観察することが可能にな

り始めたのです。私は日本という国は、

多重的な層をひとつひとつはがして行く

ことによって体験する場所なのだと思い

ます。

芸術、歴史、宗教そして哲学がこの国

の豊かな文化のなかで絡み合つているの

で、その微妙な持ち味がわかり始めるの

に時間が掛かりました。この種の相互作

用こそは、異なるもの、新しいものを理

解するのにしばしば障害となる画一的な

見方を取り去るのに役立つたと信じてお

ります。

私にとつて最も印象深かつたのは、新

しいものと古いものがどのように両立し

て存在しているかでありました。新旧の

対照は私に束」激を与え、これこそが日本

の中で最も興味深い局面でした。

はっきりした実例は、建築です。殆ど

超現実ともいえる近代建築やネオンと神

社や仏閣が対照的な光景を作つています。

或は古い市場や店舗が、オフイスビルと

デパー トの間を埋めているのです。

建築物が作り出す構図が、対照的であ

るだけではありません。この対照性こそ

が珍 しい取り合わせを示す日本の生活様

式の代表仮」なのです。古いものが、現代

生活のテンポの速さをバランスさせてい

るのです。そして、古いものが日本の現

代生活にある種の精神的な資質を与えて

いるのです。

心の資質こそが、日本人にいにしえと

のつながりを常に思い起こさせているの

です。私は日本の日常生活を観察し体験

することによって、日本の豊かな文化史

をかいま見たような気がしています。

日本の文化をより深く理解する機会を

与えてくれたもののひとつとして、お茶

会への出席があります。

この儀式のもつ簡素と美は、それぞれ

の所作の象徴的表現を積み重ねることに

よって、対照性を作り出しています。お

茶会は現代のみならず古きものについて

も尊重しなければならないことを教えて

います。私は、茶道具に心を惹かれまし

た。素本卜な質と自然な形、とりわけ茶碗

は日本の美学の基本のひとつを示す代表

例です。私はこの種の茶道具を日本の数

々の美術館で鑑賞することができました。

そして茶道具は日本美術の最も美しく興

味深いものであることを知りました。

日本の食物の調理法もまた日本文化の

洞察に満ちた要素の一lllで あります。私

は食物を絵画や彫亥Jの ように表現したり、

整えたりすることによつて食物に視覚的

素晴らしさを与えるやり方に絶えず驚き

の目をみはつていました。色彩、構成、

配合は料理の材料そのものと同じ位大事

なのです。

この表現は、食物を尊重し、それがど

この産物かを重視するある種の食物に対

する敬意の念を倉J造 しているのです。

私は、いくつかの日本料理を食べる機

会がありました。そして日本のうどんや

そばの歴史を学んだり、寿司屋の板前が

美しい造形をするのを見たり、伝統的な

日本の料亭の静けさを経験したりしまし

た。

私の日本滞在中、多くの博物館や美術

館を訪れたり、伝統美術の数々を見学し

ました。私にとつて一番興味を惹かれ心

を打たれたもののひとつは、浮世絵の版

画です。

浮世絵は、古典文学にある日常生活の

ひとこまや物語を描写することによつて、

過去を図解 しています。浮世絵観賞によ

って、古い時代に人々はどんな着物をつ

け、どんな種類の仕事をし、そして一般

にどんな生活をしていたかを知りました。

絵画は、当時のフアッシヨンやスタイ

ルを表示する尺度でもあります。数々の

有名な浮世絵は、日本の有名な光景を描

写しており、私は実際にはどんな景色だ

つたのかを想像 したりしました。

また浮世絵観賞の私の楽 しみのひとつ

は、日本人の生活や文化のある局面は昔

と殆ど変わつていないことを見いだすこ

とでした。浮世絵にあるような風習や衣

服は、今日の日本の中で発見できるので

す。浮世絵画家たちは人々の生活と時代

の記録者であり、彼らの描いた絵はまた

「いにしえ Jを現代につなぐ結び目なの

です。

墨絵は私にとつて、日本の美学とは何

かを定義する美術の型のひとつの実例な

のです。簡素で力強く、そして清浄な筆

の運びは描写されるイメすジと同様に重

要であります。

黒い墨と白い紙の対照性を用いる墨絵

は、落ち着きがあり、しかも力量感にあ
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ふれ、かつ繊細でさえあります。一本の

筆跡で多くの情緒を表現することが可能

です。

絵画は実際の画材に対 して画家がある

種の精神的な解釈をすることが許される

最小限の資質を維持しています。目に映

る形は花とか木のように単純なものであ

っても、画家が色を塗つたり紙の上に形

づくる手法は、花や本のもつ意味を重層

的なものにするのです。

私は画家として、水墨画という媒体の

もつ表現力に富んだ資質に大変心を惹き

つけられたのです。

日本庭園は多分日本の美学を語る上で

最`もよい実例です。とりわけ石の庭はそ

/サ[墨柔事31黒育倉:謹TE奢層言≡顧
~ 

究極の簡素さを感じます。私にとつて石

の庭は大変精神的なおもむきがあり、そ

れは大勢の日本の芸術家たちの労作の結

晶ではないかと思われます。石の庭は視

覚的には単純なものです。 しかし、そこ

に展開されている細工は魂と瞑想を訴え

ているのです。美しい自然の材料と石と

石の間のスペースの組み合わせは重要な

形式美であります。形と材料の純粋性こ

そは日本芸術の中で私が最も感銘した美

の感覚です。それは墨絵や石庭のみなら

ず、庭や茶室に使われている陶器や石と

いったものからも感じとれます。

私はこうした感覚の微妙な昧と偉大な

情緒的な資質に惹きつけられました。

私は伝統的な芸術が保存されているこ

とに感銘を受けました。日本ではいたる

ところで伝統が永久に保存され、歴史や

文イヒが生きたまま残っています。伝統技

術は代々受け継がれているのです。

大切なのは修行です。美術、工芸そし

て歌舞伎や能のような舞台芸術の中に、

このような修行の結晶を見いだしました。

これらの芸術はすべて過去を生きたまま

保存するひとつの方法であり、またそれ

らは日本人の生活様式の一部になつてい

るのです。

これまで述べた伝統的な感覚は、多く

の現代芸術家にも影響を与えているよう

に思われます。日本滞在中、私はいろい

ろな分野で様々な形で制作活動をしてい

る人たちに会いました。ある芸術家たち

は伝統にとても近いやり方をし、そして

他の芸術家たちは、いろいろな点で伝統

から出発するやり方をしており、そんな

やり方について私はとても興味を惹かれ

ました。とりわけ版画や陶芸をやってい

る人々は、歴史の感覚をもっているよう

に見受けられます。この人たちは歴史と

のつながりを道具として、より現代的に

機能するよう操作する術を心得ているも

のとお見受けしました。

私は特に陶芸部門の作品に心を惹かれ

ています。陶芸は工芸と彫亥Jの交錯した

ものだと思います。

多くの陶芸に携わる芸術家たちは、日

本の陶芸の伝統についての知識と洞察力

をはつきりと持つて仕事をしています。

しかも彼らは、これをパラメーターとし

てではなく、むしろ出発点として利用 し

ているのです。伝統をパラメーターとし

て使うと、ときおり新しきものの倉J造 1生

を開じ込めてしまうことにな l_~ま す。芸

術における原型的表現は、現代の我々の

環境と何らかの関連をつけて解釈される

べきなのです。過去の影響を強く受けて

いる反面で、現代の芸術家は今日の世界

を否定することは不可能であり、今日の

世界を語らざるを得ないのです。

以上は私が日本において観賞した幾つ

かの作品に対する批評です。

私は芸術家は過去を単純にくりかえす

のでなく、過去というものを自分たち自

身の作風を見つける道具として使わなけ

ればならないのだと考えております。

日本の建築は、私のような考えがとて

も見事に具現されている分野だといえま

しょう。日本の現代建築は、素晴らしく

成功している分野だと思つております。

日本建築美術工芸協会(AAC∧ )を通

じて私は建築家、設計者、施工者にお会

いし、この分野で仕事をしている人々の

思想や哲学をかなり包括的に概観するこ

とができました。過去と現代の二―ズヘ

の配慮が結合され、建築の景観のデザイ

ンに心を惹きつける独創性を発揮する独

特の手法を作り出しているのです。日本

旅行で、私は古い家屋、お寺、神社の様

々な形の伝統的な建築を見ることができ

ました。これらの構造が周囲の環境や風

景とどういう関係をもっているかを観察

することに興味を持つたのです。このよ

うな経験は私に対し現代の建築物を見る

目を養ってくれたのです。

日本の現代芸術の状況はどうなつてい

るのか調査することは、私にとって最も

興味深いことでありました。私のような

若い芸術家、すなわち画家、彫亥J家、ま
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たは音楽や舞踊に携わる芸術家にお会い

する機会ができたのは、私の日本滞在日

程の終わりの頃でありました。

私のたつた一つ心残りだつたのは、日

本における現代芸llJ集 団がどのような活

動をし、どのようにお互いに影響し合つ

ているのか、その感触を得る時間があま

りなかつたことです。 しかし一度だけ様

々な分野の様々な流派の人々が協同して

仕事をする場面に遭遇する機会があり、

私の心はときめきました。それはダンス、

演劇、絵画、彫亥」、そして音楽を綜合し

てプロデュースしたパフォーマンスで、

とても生き生きとしていました。パフォ

ーマンスという分野は、狭い定義をして

はなりませんし、また簡単にパフォーマ

ンスとは何んぞやを定義できるものでは

ありません。この分野は芸術家たちが情

熱をかきたこ自分のやつている仕事の限

界を突き破ろうとする試みが許されるの

です。

私は、日本の芸llT家 たちが日本とりわ

け東京の狭い土地の問題にうまく対処 し

ているのには、終始、驚嘆させられまし

た。私は土地の狭さというものが、彼ら

の制作活動に何らかの効果をもたらし、

直接的な影響を与えているのだと感じま

した。土地の制約というものはアメリカ

合衆国においても、おおむね存在してい

ますが、日本ほど101y端 ではありません。

日本の土地の狭さというPo7題 はまた、芸

術家たちがやろうとしている仕事に直接

的な制約を与えています。土地価格が高

いがゆえに、商業主義のギャラリー以外

はないのです。

アメリカ合衆国やヨーロッパにおいて

は、芸術家たちの集合場所が沢山あつて、

より実験的な仕事や前衛的な (A∨ a nt

Ga「 dc)仕 事を勇気づけてくれている

のです。このようにして提供された場所

は、ギャラリーのもう一つの形態であり、

通常非営利であり、国もしくは地方公共

団体からの補助金または個人からの寄付

によつて賄われているのです。

このようなやり方こそは、芸術家たち

が集まり、新しいアイデアを刺激するの

に必要な対話を倉Jり 出すのです。

私は、日本にこのようなタイプの集合

場所がもつともつと必要だと思います。

私は米国でこのようなタイプの芸 II家 の

ための広場作りに関与し、ワシントンD
Cでは、そのための基金集めのメンバー

となつています。

私は、今回のような経験と意見交換は

とても大切なことだと思います。今回の

経験と意見交換によって、私のこれまで

述べたような日本体験談が生まれたので

すから。

同様に私の日本での経験は私にとって、

とでも大切なものになりました。私は今

回の文イヒ交流に参加する機会を与えられ、

こうした機会は私自身及び日本で私のお

会いした人々双方にいくつかの点で、実

りをもたらすものと考えております。外

国の芸術家との対話や交流は大変稀なこ

とであり私はこの機会を大変多とするも

のであります。

私の見た伝統と現代を結合させた芸術

は、私が私のスタジオに戻つてのち、私

の作品に強い詣雪を与えることでありま

しょう。

私は日本で得た沢山の事柄や情報を消

化するのには、もう少し時間力準卜かると

思いますが、すでにここで得た経験は、

私が「私の視覚的な単語集J(My∨ lsu‐

al∨ ocabu a「 y)と名づけているもの

を、より厚くするのに役立っているので

す。このような語彙は永遠に進展するも

のであり、私の作品の為の芸 llI的 な資源

を引き出す源泉なのです。

私は、日本国文化庁と日本建築美llJ工

芸協会に対し今回の機会を与えて下さつ

たことに感謝するものであります。芸術

家にとって機会というものは、そうしば

しば得られない商品なのです。この複雑

な世界に、芸術家は一人で生きているこ

とはできないのです。今回の研究助成金

によって、私は機会という贈り物を与え

られ、日本の芸術や文化の調査のみなら

ず、私は個人的な日本探訪の機会をも持

ちました。とても優遇され、私はより開

かれた気持ちで私の日本体験から沢山の

ことを吸収することができました。

私は、日本建築美llII芸協会の会員の

方々に特段の感謝の意を表します。これ

らの方々は私と一緒に時間を過こされ、

私の芸術活動を助けて下さいました。

芦原義信先生、高部多恵子氏、柳澤孝

彦氏、佐藤良行氏、玉見 満氏、絹谷幸

二氏、宇津野和俊氏が含まれております。

そしてまた、歌川令三氏、歌川榮子氏こ

夫妻にはとりわけお世話になりました。

彼らは私に寛大さを示し、私の日本滞在

中、家にでもいるような気持ちにして下

さいました。

また、中川幸成氏、梶谷保子氏のあた

たかい友情に感謝いたします。そして、

素晴らしいホス トになつて日本における

私の時間を豊かなものにして下さつたそ

れぞれの方々に感謝する次第であります。

以上

(歌川令三 訳 )
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社団法人 日本建築美術工芸協会

第l回協会賞。同特別賞締切らる

この度、協会目的に則り、建築家、美

術家、工芸家その他の人々の連携と協力

によつて優れた芸術的環境 (建築、庭園

インテリア、その他を含む)を創造した

或は優れた芸術的環境に関し多大な業績

のあつた個人又はグループを次により表

彰し賞を授与することにいたしました。

(社)日 本建築美術工芸協会賞 :優れた芸

術的環境 (建築、庭園、インテリアその

他を含む)を創造した個人又はグループ

(社)日 本建築美術工芸協会特別賞 :優れ

た芸術的環境の創造に関し多大な業績の

あつた個人又はグループ。

賞の選考委員 :嘉門安雄氏 (委員長 )、

栄久庵憲司氏 (副委員長 )、 会田雄亮氏、

宮本忠長氏、小林治人氏、三輪正弘氏。

応募件数 :95件

表彰式 :ll月 22日 lel 午後 5時半より

建築会館ホールにて。賞牌は向丼良吉氏

のデザインによる。

東京都新庁舎美術工芸作品見学会

平成 3年 6月 21日 lel午後 3時より協会

会員53名 の参加を得ての見学会となつた。

東京都財務局の中村課長他の方々から

懇切丁寧な説明と案内を受け見学。通常

は見られない作品もあつて約 2時間堪能

したが、大建築にも圧倒されました。芦

原会長の参加もあって見学会は成果をあ

げました。写真提供はSP建材エージェ

ンシーです。

ラ。メゾン・ヴィニョーラの完成

開ゼネラルメタルワークでは、ルネッ

サンス建築に偉大な足171を 残したジヤコ

モ・バロツツィオ・ヴイニョーラの作風

を模 して長野県茅野市 (蓼科高原)にモ

デル八ウスを建設した。会社の職人をイ

タリアに長期間派遣研修させ、その成果

をもって完成したもの。-12にオープン

しています。写真参考。

輔輻
発行 :襲異日本建築美術工芸協会

Phone 03-3457-7998

Fax  03-34571598

〒100  東京都港区芝526-20

建築会館6F

振替 :東京 13650B5

編集 :(社)日本建築美術工芸協会広報委員会

柳澤孝彦(委員長)、 宇津野和俊(副委員長)

大多了介、小玉 功、崎山小夜子

高部多恵子、玉見 満、

製作協力 :帥SP建材エージェンシー
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インテリアを鮮やかに彩る、トミタの壁紙とインテリアファブリッ九 トミタカ`、壁紙とともに海外の優れたインテリアファプリヽックを

株式会社 トミタ

お届けしています。『トミタ ワールドファプリックス』は、より

魅力的なトータルインテリアデコレーションとプランニングの

ために、世界中から選びぬいたファプリックのコレクションで魂

LE 奮1営戴:F:||:::::撃重;il]:i:ilI:11:1:|」 増t;:i]j:FI[l露 :_3774-7771

●お問い合わせは各ショーJレームまQ(東京)TEL03-3273-7552 0し 幌)TELO'1-631-8201(大 阪)TEL 06-449-1751(福 岡)TEL 092-781-2651
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● CSMは 明彩 色 を口J能 にしました。シツンバ ー ホヮイト、グ リー ン等の

美 しい色をいつ まで も保 ちまt

● ホワイトは太陽光線 を良 く反射 し、夏季の表面温 度 は 従 来の シルバー

仕上 げより低 くなりまt従 って、空調 コストを低減 し、省エ ネになりま魂

ポリエステル繊維をサンドイッチしたカラーコムシートの

面
東洋 ゴムエ業株 式会社

化工品事業本部。建築防水販売部
東京本社 〒151東 京都渋谷区千駄谷1 24 15 TEL 03 3404 62,

大阪本社 〒550大 阪市 西区 tr戸 堀 117,8 TEL 06 141 1698

・CSMシ ート
〃
を使用する防水I法

止まつていた時間晟動きだt
フラチナフレー

高 品 位 素 材
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世界の歴史とロマンをお届けする。
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「ル ―ヾロント 平地 勲 写真亀

驚異のアイデア、ダイナミックな試行錯誤。20世紀の建築思

想を雄弁に語 り、そしてなお変遷 を続ける集合住宅 と、そこ

に生 きる人々の表情を、写真家平地勲が とらえました。

ハ ビタ67全景

(設計 :モシェ・サフデイ、カナダ、モントリオール)

ガララテーゼ集合住宅 回廊

(設計 :アルド・ロッシ、イタリア、ミラノ)

爾書名/『アパートメントー平地 勲 写真集』

贔写真/平地 勲

爾解説/植田 実
トアー門■レクション/岡本 一宣
蟷発行所/欄アーバン・コミュニケーシ∃ンズ
涸定価/5,000円 (税込み)〔写真120頁、解説10頁〕
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欄 ア=バ ン・コミ ュニケー シ ョンズ  〒105東京都港区海岸1-5-20 貿目言舌03-3433-2111



《旧躙臣人臥
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警ト メタル●

サンシャドーは全5シ リーズ  0植物シリーズ●動物シリーズ●景色シリーズ0遊戯シリーズ0小 1,シ リース

☆このほか 設計者のオリシナルなイメージによるオーダーにもお応えできる体制をととのえています

サンシャドーのイメージカタログを維皇します、お問い合わせ下さい。
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